
項 ⽬ 内 容

名称 ゲッケイジュ 、ゲッケイヨウ、ベイリーフ、ローレル [英]Sweet bay、 Bay  

leaf、 Bay、 Laurel [学名]Laurus nobilis L.

概要 ゲッケイジュは、南ヨーロッパ原産で、よく使⽤される料理⽤のハーブである。⼀

⽅、中国などでは⽣薬としても使われ、煎液はフグを誤⾷したときの解毒薬に⽤い

られる。果実などの精油は整髪料の⾹りつけや⾍除け、抗菌剤として利⽤されてい

る。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ゲッケイジュ (ゲッケイヨウ/ベイリーフ/ローレル) 葉︓「医薬品的効能効果を標

ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

⾹⾟料抽出物 (スパイス抽出物/⾹⾟料/スパイス)︓苦味料等

・天然⾹料基原物質リスト

ローレル (ゲッケイジュ) が収載されている。

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質



主な成分・性質 ・葉は精油1〜3％を含み、主にシネオール、オイゲノール (eugenol) 、メチルオ

イゲノール (methyleugenol) 、ゲラニオール、果実には脂肪油25％とシネオール

などからなる精油1％を含む。その他タンニン酸、苦味質など。

・薬⽤部分は果実、葉。葉は薬⽤以外に⾹料やソース等の原料などになる。⾼さ20

mの常緑樹。樹⽪は⿊褐⾊、果実は暗褐⾊である。地中海地⽅原産で広く栽培され

ている。乾燥した葉が使⽤される。精油は広く知られており、葉と⼩枝の⽔蒸気蒸

留で得られる。油含量は秋がもっとも多く、春が少ない。

分析法 ・精油成分が⽔素炎イオン化検出器 (FID) を装着したガスクロマトグラフィーによ

り分析されている (101) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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